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１． 事業概要及び目的 
青森県内では近年、海外向けの高級食材として高値で取引される水産物の密漁が後を絶たな

い。密漁は夜間に犯行が行われるため、少子高齢化が進む青森県においては、労力不足と監視
や抑止対応に伴う危険性に頭を悩ませている。 
この事業では、無人航空機（ドローン）を活用した密漁防止及び水産資源の保護を効率的且つ

安全に運用できる機体とシステムを開発するために１年を通して実証実験を行い、課題等を検証
後、改良して全国の漁業者、漁業協同組合及び関係者に安心安全に利用できる機体とシステム
を提供することにより、悪質な密漁者の撲滅と、海での作業事故や転落死、怪我を減らす一翼を
担いたい。 
このシステムを構築することにより、密漁対策における漁業者の監視業務負担の軽減及び危

険回避、効果的且つ恒久的な密漁者による水産資源搾取の防止、IoTと無人航空機（ドローン）
を組み合わせた資源管理、漂着物の監視・予測が可能になり、漁業者のコストダウンによる安定
的な収入の確保や労力の削減が期待でき、併せて密漁防止を含めた水産資源の保護に向けた取
組の促進、恒久的な経済効果への期待等の効果を創出する。 

 

２． 事業報告 

(1) 令和３年４月 

① 事業体制の構築 

事業体制構築にむけた技術職員の募集、事務局員の配置を実施、事務所の整備、各

種機器備品の購入設置、実証実験及び事務体制の構築、その他必要な体制の確保 
 役 割 氏 名 所 属 備 考 

人員体制 

事務職員 

杉森 保友 
(一社)日本ドローン活用推進機構 

事務局事業企画部調査研究課長 

 

泉谷 勇輝 
(一社)日本ドローン活用推進機構 

事務局事業企画部事業企画課 主事 

技術職員 

(パイロット) 
駒井 淳二 

(一社)日本ドローン活用推進機構 

事務局事業企画部 

川内駐在事務所 駐在員 

支援体制 

技術職員 

(パイロット) 
坂井 翔太 川内町漁業協同組合 購買課主任 

 

支援職員 笠井 俊二 川内町漁業協同組合 総務部部長 
 

支援職員 富岡 俊雄 
川内町漁業協同組合 

総務部指導課課長 

 

技術統括 嶋田 悟 
エアロセンス㈱取締役 COO 

事業推進担当 

 

技術職員 鈴木 康輔 

エアロセンス㈱ 

受託開発事業部事業部長 

技術開発部統括部長 

 

技術職員 

(教育指導) 
山形 照 エアロセンス㈱ オペレーター 

 

事業統括 能登 正宗 
(一社)日本ドローン活用推進機構 

事務局長 

 

撮影記録 

広報宣伝 
泉谷 勇輝 

(一社)日本ドローン活用推進機構 

事務局事業企画部 

事業企画課 主事 

 

撮影記録 工藤 浩治 アスナロ・チャンネルパーク 代表 
 

川内駐在 

事務所 

所在地 
〒039-5203  

むつ市川内町宿野部榀木平 56-13 

 

連絡先 090-7739-0775 
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② 川内町漁業協同組合漁業権内海域における密漁防止及び資源保護等の監視に無人

航空機(ドローン)を活用した実証実験事業検証委員会の構築 

事業の遂行について、客観的な立場でアドバイス、支援を頂くため、法人理事会付属

機関として上記委員会(通称：事業検証委員会)を設置した。 

委員の構成は以下の通り。 

 

    ■委員名簿 

No 委員会役職 団体名 役職 氏名 

１ 委 員 長 合同会社むっつのたね 代 表 社 員 久保 里砂子 

２ 副委員長 有限会社十字堂 代表取締役 山口 博美 

３ 委 員 
青森県農林水産部 

水産局水産振興課 漁業管理グループマネジャー 
総 括 主 幹 清藤 真樹 

４ 委 員 むつ市経済部生産者支援課 課 長 飛内 義雄 

５ 委 員 
地方独立行政法人青森県産業技術センター 

水産総合研究所ほたて貝部 
部 長 吉田 雅範 

6 委 員 青森県漁業協同組合連合会指導部指導課 課 長 梅田 健一 

７ 委 員 むつ湾漁業振興会 会 長 立石 政男 

8 委 員 日本電気株式会社東北支社青森支店 支 店 長 白坂 祥一 

9 委 員 川内町漁業協同組合総務部指導課 課 長 富岡 俊雄 

※１ 委員の委嘱については、青森県、むつ市、漁業団体、研究機関、企業、地域住民など幅広く

参加頂き意見等を反映できる体制を構築した。 

※２ むつ湾漁業振興会は、青森県陸奥湾を囲む漁業協同組合が参加する団体である。

構成団体は以下の通りである。 

 

    ■むつ湾漁業振興会構成員 

No 団体名 No 団体名 

1 三厩漁業協同組合 7 平内町漁業協同組合 

2 竜飛今別漁業協同組合 8 野辺地町漁業協同組合 

3 外ヶ浜漁業協同組合 9 横浜町漁業協同組合 

4 蓬田村漁業協同組合 10 むつ市漁業協同組合 

5 後潟漁業協同組合 11 川内町漁業協同組合 

6 青森市漁業協同組合 12 脇野沢村漁業協同組合 

※3 むつ湾漁業振興会の現会長は、脇野沢村漁業協同組合代表理事組合長立石政男氏であり、

事務局は青森県漁業協同組合連合会業務部にある。 
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    ■事業検証委員会事務局名簿 

No 事務局役職 団体名 所属団体役職 氏名 

１ 事 務 局 長 
一般社団法人日本ドローン活用推進機構 

株式会社青い森地域総合研究所 

事務局長 

専務執行役員 
能登 正宗 

２ 事務局次長 
一般社団法人日本ドローン活用推進機構 

株式会社青い森地域総合研究所 

事務局次長 

執行役員 
伊勢 亮 

３ 事務局次長 エアロセンス株式会社 
取締役 COO 

事業推進担当 
嶋田 悟 

４ 事 務 局 員 
一般社団法人日本ドローン活用推進機構 

株式会社青い森地域総合研究所 

調査研究課長 

地域産業支援課長 
杉森 保友 

５ 事 務 局 員 
一般社団法人日本ドローン活用推進機構 

株式会社青い森地域総合研究所 

川内駐在員・技師 

調査研究員 
駒井 淳二 

６ 事 務 局 員 
一般社団法人日本ドローン活用推進機構 

株式会社青い森地域総合研究所 

事業企画課主事 

広報宣伝担当 
泉谷 勇輝 

 

③ 機体(ドローン)の整備、飛行、各種機関に向けた各種体制構築 

 

 

 

 

 

              

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 

・内閣府  ・国土交通省 

・防衛省自衛隊 

(海上自衛隊大湊総監部) 

(航空自衛隊大湊分屯基地) 

・農林水産省  ・水産庁 

・海上保安庁(青森海上保安部) 

・警察庁 青森県 

・青森県農林水産部水産局 

・青森県警察本部警備部 

・青森県警察本部むつ警察署 
 

むつ市 

・むつ市経済部生産者支援課 
 

青森県漁業協同組合連合会 
 

むつ湾漁業振興会 
 

地方独立行政法人 

青森県産業技術センター 
 

むつ市民、青森県民、各企業 

事業者 一般社団法人 
日本ドローン活用推進機構 【JDUI】 

 

協力・支援・連携 

情報交換等 

第三者機関 JDUI理事会付属機関 
川内町漁業協同組合漁業権内海域における密漁防止及び

資源保護等の監視に無人航空機(ドローン)を活用した 

実証実験事業検証委員会 

 

 エビデンス機関 

助言・事業支援 

事業統括 JDUI 
 

・事業実施責任者 

・各種機関との調整 

・資金調達及び補助金執行 

 

 

 事業副統括 青い森総研 
・各種機関との調整事務担当 

・事業執行に必要な事務等 

 

事業参加者 

エアロセンス㈱ 
・機材の提供、整備 ・機材の開発 

・ドローン飛行の支援 
 

川内町漁業協同組合 
・実験場の提供 ・実証実験への協力 

 

助成事業にて支援 
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(2) 令和３年４月の実証実験、関係活動 

 

① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年４月２３日(金) １4：３０～16：00 

イ． 開催場所 むつ市川内庁舎 2階多目的ホール 

ウ． 議事内容  

（1）委員紹介 

（2）委員長、副委員長選出 

（3）事業概要説明（実証実験概要、収支予算計画等、その他事業関連等） 
          

② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行訓練準備及び関係手続き 

内閣官房小型無人機等対策推進室、国土交通省航空局次世代航空モビリティ企画室、防

衛省海上自衛隊大湊地方総監部防衛部第三幕僚室、海上自衛隊航空集団第２１航空群第

２５航空隊作戦幕僚、海上保安庁青森海上保安部、青森県農林水産部水産振興課、青森

県警察本部警備部、むつ警察署警備課、むつ市経済部生産者支援課、青森県漁業協同組

合連合会など関係行政機関、各種団体に対して実証実験実施の報告、飛行に当たっての

必要な調整、案内を実施した。また、飛行に必要な許可についてはエアロセンス㈱が取得

している許可を使用した。 

イ． 機体整備、飛行箇所の確認、訓練場の確保等 

エアロセンス㈱において使用する機体の整備、発送等の調整を実施し、併せて川内町漁

協において訓練飛行場所の確認視察を実施、また、青森市内において機体の飛行訓練実

施場の調整を実施した。 

 

③ 考察 

実証実験に向けて川内町漁業協同組合と一般社団法人日本ドローン活用推進機構が協定書

を交わしプレス向けに事業内容を公開し大きく報道された。また、むつ市よりコロナウイルス

感染症対策の一環として、東京からの訪問者を自主規制する方針が示されエアロセンス㈱が

むつ市に立ち入れず訓練が実施できない状況が続いた。代替えとして青森市において訓練

を実施することにしたが、機体整備、関係機関との飛行における調整に時間がかかり 4月に

おいて実際に飛行することが出来なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

協定締結式 報道各社の取材 

久保委員長の挨拶 
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(3) 令和３年５月の実証実験、関係活動 

 

① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年５月２５日(火) １3：３０～15：30 

イ． 開催場所 むつ市川内庁舎 2階多目的ホール 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（川内駐在事務所設置整備、飛行訓練実施等） 

（2）講演会「ドローンとは何か」 講師 エアロセンス㈱ 取締役COO 事業推進担当 嶋田 悟 

（3）ドローンを飛ばそう！体験会 講師 （一社）日本ドローン活用推進機構 常務理事 石岡有佳子 

※ 講演会及び体験会は委員に向けて開催した。目的はドローンの操縦経験や知識がな

いとの意見が前回の委員会で意見があったことにより設けた。また、講演については

エアロセンス㈱嶋田氏が ZOOMにて講義した。 

 

② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行訓練講習時間 合計 3日間／8時間 

イ． 飛行実技実施時間 合計 3日間／13時間 

ウ． 飛行訓練実技については、エアロセンス㈱のオペレーターの指導の下、青森市萱野高
原にて飛行訓練を JDUI職員 3名が受講した。座学についても事務所にて実施、航

空法などドローンについて技術並びに知識の習得に努めた。 

 

③ 考察 

機体が納品され、実際の機体を使用した飛行訓練が開始。しかし、引き続きむつ市よりコロナ

ウイルス感染症対策の一環として東京からの訪問者を自主規制する方針が示され、エアロセ

ンス㈱の関係者がむつ市に立ち入れず訓練実施が危ぶまれたが、訓練計画を一部変更し青

森市萱野高原において飛行訓練を実施した。 

また、事業検証委員会においてドローンに対しての理解推進として学習会と体験会を実施、

併せて海上自衛隊などの関係行政機関や地域住民、漁業者と積極的に意見交換などを実施

した。 

 

 

 

 

事業検証委員会 石岡常務理事による説明 

参加者による体験の様子① 参加者による体験の様子② 
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(4) 令和３年６月の実証実験、関係活動 

 

① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年６月２２日(火) １3：３０～15：30 

イ． 開催場所 川内町漁業協同組合 2階会議室、川内漁港 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（飛行訓練実施等） 

（2）公開訓練実施 

※ 公開訓練は各関係機関始め漁業者、地域住民を含めて公開された。 

 

② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 12日間／33.3時間 

イ． 飛行実施については、エアロセンス㈱のオペレーターの指導の下、川内漁港や川内町
内農園にて JDUI技術職員 1名、川内町漁協 1名、補助員 2名が飛行訓練を実施し

た。 

 

③ 考察 

初期講習及び訓練が終了し、川内漁港において飛行訓練が開始された。飛行においては

JDUI技術職員 1名、川内町漁協 1名、補助員 2名の体制において実施し、事故が無いよう

に安全確認に留意しながら体制構築をした。 

また６月２２日(火)の事業検証委員会では、漁協関係者、漁業者、地域住民、事業検証委員会

委員、行政、警察関係者が見守る中、公開実証実験が実施された。また、県内報道機関（NHK

および民放 3社、新聞社 2社）が取材に訪れ、訓練公開の様子が報道された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業検証委員会 エアロセンス㈱佐部社長による説明 

飛行の様子を見守る参加者① 飛行の様子を見守る参加者② 
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(5) 令和３年７月の実証実験、関係活動 

 

① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年７月２７日(火) １3：３０～14：30 

イ． 開催場所 むつ市川内庁舎 2階多目的ホール 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（飛行訓練実施状況、今後の活動予定等） 

（2）その他 

 

② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 11日間／28時間 

イ． 飛行実施については、6月から引き続き、川内漁港や川内町内農園にて JDUI技術

職員 1名、川内町漁協 1名、補助員 2名が飛行訓練を実施した。 

 

③ 考察 

事業検証委員会では、訓練中における職員の安全確保に関して、夜間飛行訓練中などに密漁

者とトラブルになる可能性や、訓練中の事故防止対策について議題にあがった。 

能登事務局長からは安全確保の対策として防犯用品(さすまた、防犯スプレー、防犯ブザー、

防刃チョッキ)の配備、訓練中の注意喚起用ののぼりを準備する旨の説明があった。併せて、

その他の対策として、警察・海上保安部、その他関係機関、および地元・むつ市との連携・協力

が不可欠であるとの認識が再確認された。また、地域連携の重要性から委員からは訓練の見

学を積極的に受け入れて、地元関係者とコミュニケーションを取って欲しいとの発言があっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業検証委員会① 事業検証委員会② 

事業検証委員会④ 事業検証委員会③ 
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(6) 令和３年８月の実証実験、関係活動 
 

① 事業検証委員会 

コロナウイルス感染症対策のため中止 
 

② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 10日間／３４時間 

イ． 飛行実施については、6月から引き続き、川内漁港や川内町内農園にて JDUI技術

職員 1名、川内町漁協 1名、補助員 2名が飛行訓練を実施した。また、先月発生した

防犯対策事案に対してのリスク管理教育を徹底し、他傷事故防止にむけた対策を実施

した。併せて目視外飛行訓練を８月６日（金）に川内漁港～かわうち・まりん・びーちま

での約 2kmの距離で実施し、また、8月 26日（木）、27日（金）にはドローンとプロ

ポの通信距離を拡張するため、高出力通信モジュールへの交換作業を実施し、動作確

認のための飛行テストを青森県三戸郡五戸町で行った。 
 

③ 考察 

新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み、8月 24日（火）に予定していた事業

検証委員会は開催を見合わせた。 

その中でも飛行訓練は着実に重ねており、また、地元広報誌や FMラジオにおいて訓練の実

施・注意喚起について広報が行われ、地域住民の理解も徐々に深まってきている。 

機体についても改良作業が行われ、より実践的な取り組みへの準備が進められている。 

また、事務局よりNEC青森支店長を事業検証委員会委員に推薦し理事会で承認され、正副

委員長、各委員の了解も得て就任した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８/6目視外飛行訓練 飛行経路 

地元広報誌 高出力通信モジュールへの交換 
さすまた、防刃チョッキ 

注意喚起用のぼり 
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(7) 令和３年９月の実証実験、関係活動 

 

① 事業検証委員会 

コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 15日間／４６時間 

イ． 飛行実施については、6月から引き続き、川内漁港や川内町内農園にて JDUI技術

職員 1名、川内町漁協 1名、補助員 2名が飛行訓練を実施した。また、コロナウイル

ス感染症拡大の影響により、川内町で実施予定であった１号機のメンテナンス作業、２

号機の動作確認、２号機搭載のカメラ映像の確認、docomo skyの LTE上空利用プ

ランの LTE通信状況の確認を、9月 29日（水）に青森県東津軽郡平内町もうらだい

すき海岸で行った。通信距離の確認のため、青森県東津軽郡平内町～青森県青森市浅

虫までの約 10kmの距離を飛行した。 

 

③ 考察 

新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み、8月に引き続き 9月の事業検証委

員会も開催を見合わせたが、飛行訓練は着実に重ねている。 

9月 22日に久保委員長、山口副委員長、能登事務局長、杉森事務局員、駒井事務局員の 5

名で zoom会議を行い、8・9月の実証実験の実施状況、令和 3年度事業の中間報告書の

作成、令和 4年度事業へ向けた展望等が報告・確認された。また 9月 27日（月）に配備さ

れた 2号機の詳細や撮影した映像については、10月 26日（火）開催予定の事業検証委員

会にて紹介する旨が報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上空からの４K撮影映像（2号機） 9/29飛行訓練 飛行経路 

赤外線カメラの撮影映像（2号機） 訓練に取り組むスタッフ 
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（8）令和 3年 10月の実証実験、関係活動 

 
① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年 10月２７日(水) １0：0０～11：15 

イ． 開催場所 むつウェルネスパーク 会議室 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（夜間飛行訓練実施状況、今後の活動予定等） 

（2）その他 

 
② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 11日間／30時間 

イ． 飛行実施については、川内町漁業協同組合漁業権内海域における密漁防止及び資源 

保護の監視に無人航空機（ドロ－ン）を活用した実証実験の公開夜間飛行訓練をを実

施した。 

 
③ 考察 

これまでの活動を記録した映像と前日行った公開夜間飛行訓練の映像を上映し、現状の問

題点として、機体には防水・防塵対策はされておらず、雪が降る時期の飛行に不安を感じて

いる旨の報告があった。それに対しエアロセンス株式会社嶋田氏からは、今年度中はできる

限りの対策をし、完全な防水・防塵対策は来年度の課題であるとの発言があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業検証委員会の様子         駒井駐在員による報告の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         映像による活動報告の様子      エアロセンス㈱嶋田氏による説明 
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（9）令和 3年 11月の実証実験、関係活動 

 
① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年 11月２4日(水) １3：3０～15：30 

イ． 開催場所 むつ市川内庁舎 ２階多目的ホール 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（日本財団からの指摘事項、今後の活動予定等） 

（2）その他 

 
② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 6日間／18.3時間 

イ． 飛行実施については、先月から引続き川内町漁業協同組合漁業権内海域における密 

漁防 止及び資源保護の監視に無人航空機（ドロ－ン）を活用した実証実験の夜間飛行

訓練を実施した。 

 
③ 考察 

能登事務局長は「防水・防塵対応」「AIの活用」の２点を挙げ、来年度はこの２点を最優先に取

り組むと説明があり、白坂委員からは「密漁者を発見した場合の運用」「船だけではなく陸の

車両の監視も可能か」について質問があり、能登事務局長は「発見した場合は画像と共に関

係機関に通報するシステムを構築する」「現状、陸の監視は難しいが要検討する」と回答があ

った。ホタテの養殖場を監視しに行く計画については、今年度中に実施し、来年度さらに発展

させると説明があった。日本財団よりエアロセンス社への高額な支払いやオペレ－ション支

援の内容について説明を求められましたことを報告した。エアロセンス社には説明書・報告書

の作成を指示し、財団からの指摘事項について早急かつ丁寧に対応・回答していく旨を説明

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久保委員長挨拶の様子 事務局による報告の様子 

質疑応答の様子① 質疑応答の様子② 
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（10）令和 3年 12月の実証実験、関係活動 

 
① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和３年 12月２1日(火) １3：3０～14：30 

イ． 開催場所 むつウェルネスパーク 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（活動報告、今後の活動予定等） 

（2）その他 

 
② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 2日間／4.4時間 

イ． 飛行実施については、10月から引続き川内町漁業協同組合漁業権内海域における密

漁防止及び資源保護の監視に無人航空機（ドロ－ン）を活用した実証実験の夜間飛行訓

練を実施した。 

 
③ 考察 

事業検証委員会では、１１月３０日に行った養殖施設で感じた不便な点、不具合（モータ－が

停止しない）について報告があり、エアロセンス社からは「着陸時のコントロ－ラ－の操作に

ついて、スロットルスティックを真下へ操作する必要があったが、スロットルの下入力と同時

に回転方向の入力が入っていたこと」が原因であると回答があった。現在、機体をエアロセン

ス社に送り、ジョイスティックの入力し始めの感度を下げる調整を行っている。また、２号機で

使用している SIMカードを１号機でも使えるように改良を予定しており、このことにより１号

機においても 10～20Kmの飛行が可能になり、静止動画撮影に適した現場で活用できる

のではとの事であった。その他、川内漁業権における違反操業があり、その際の課題（現状で

は発見して離陸するまで１時間以上かかる）についても報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒井駐在員からの報告の様子 意見交換の様子① 

意見交換の様子② ZOOM参加の様子 
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（11）令和 4年 1月の実証実験、関係活動 

 
① 事業検証委員会 

ア． 開催日時 令和 4年 1月２5日(火) １3：3０～14：30 

イ． 開催場所 WEB（Zoom）開催 

ウ． 議事内容  

（1）事業概要説明（活動報告、今後の活動予定等） 

（2）その他 

 
② 実証実験事業進捗関係 

ア． 飛行実施時間 合計 3日間／2時間 

イ． 飛行実施については、10月から引続き川内町漁業協同組合漁業権内海域における密

漁防止及び資源保護の監視に無人航空機（ドロ－ン）を活用した実証実験の夜間飛行

訓練を実施した。 

 
③ 考察 

杉山氏から技術的・コスト的にも空中ドロ－ンでの監視だけではなく、水中ドロ－ンやブイを

活用して対応したほうが良いのではないか意見があった。駒井駐在員からは先日、東京海洋

大学産学・地域連携推進機構 ＵＲＡ 室 ＵＲＡ・水産海洋イノベ－ションオフィサ・池田吉用

氏とも意見交換をしたところであり、水中の可視化については次期以降の検討課題で、杉山

氏にも今後ご協力いただきたいと回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒井駐在員からの報告の様子 

 

駒井駐在員からの報告の様子② 

ZOOM参加の様子 ZOOM参加の様子② 
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（11）令和３年度無人航空機（ドロ－ン）を使用した密漁防止及び水産資源保護に向けた 

    実証実験報告会 

 
① 実証実験報告会 

ア． 開催日時 令和 4年 3月２2日(火) １4：0０～15：55 

イ． 開催場所 ホテル青森 3階 あすなろの間 

ウ． 事業内容  

（1）事業概要説明（活動報告、今後の課題等） 

 

 
② 実証実験総飛行時間（令和３年度） 

ア． 総飛行時間     210時間 

イ． 目視外飛行時間   60時間 

ウ． 夜間飛行時間     15時間 

エ． 飛行総日数       ７２日間 

 
③ 考察 

報告会では、駒井駐在員が川内町漁協の方と１年間ドロ－ンを使用した密漁防止及び水産資

源保護に向け実証実験を実行し「緊急時の対応」「環境への対応」「バッテリ－」の 3件をあ

げ、今後の対策とすることを報告された。また、「コスト面、運用面」「天候の問題」「法律の問

題」などドロ－ンに関する課題など令和 4年度の課題となると報告された。 

 

 

 

 

 

駒井駐在員報告の様子 エアロセンス佐部社長報告の様子 

ディスカッションの様子 
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3.収支計算書 
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4.参考資料及び記録 

〈新聞〉 

◆令和 3年 3月 28日付 東奥日報 
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◆令和 3年 4月 24日付 東奥日報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和 3年 4月 24日付 デーリー東北 

  



19 

 

◆令和 3年 4月 24日付 日本経済新聞 
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◆令和 3年 4月 25日付 河北新報 
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◆令和 3年 6月 23日付 デーリー東北 
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◆令和 3年 6月 24日付 東奥日報 
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◆令和 4年 3月 23日付 デ－リ－東北 

 

 

 

 



24 

 

◆TV等でも紹介 

放送局 放送日時 

NHK青森 令和３年４月２３日(金) 

NHK青森 令和３年６月２２日(火) 

ATV(青森テレビ) 令和３年６月２２日(火) 

ATV(青森テレビ)海と日本プロジェクト in青森 令和３年８月２０日(金) 

RAB(青森放送) 令和３年６月２２日(火) 

ABA(青森朝日放送) 令和３年６月２２日(火) 

ABA(青森朝日放送) 令和４年３月２２日（火） 

 

 

◆その他添付資料 

添付資料 

検証委員会及び実証実験の様子を記録した DVD 

海と日本 PROJECT in青森 DVD 

令和３年度密漁防止及び水産資源に向けた実証報告会を記録した DVD 

夜間飛行実証実験 DVD 

開発した機体の性能を撮影した PRビデオ DVD 

別紙１）陸奥湾 PJ AS活動予定表 兼 記録表 

別紙２）陸奥湾 PJ AS開発 FY21-1Q報告書 

別紙３）陸奥湾 PJ AS開発 FY21-2Q報告書 

別紙４）陸奥湾 PJ AS開発 FY21-3Q報告書 

「ドロ－ンを活用した密漁防止及び水産資源保護実証実験」 

川内町でのドロ－ンを活用した密漁防止及び水産資源保護の実証実験 

その他の成果や意義 

令和３年度無人航空機（ドロ－ン）を使用した密漁防止及び水産資源保護に 

向けた実証実験      

陸奥湾における水産資源保護のドロ－ン活用プロジェクト 

 


